
日本共産党高槻市会議員団　市政資料　　NO.523 ホームページアドレスhttp://www.jcp-takatuki.jp  Eメールアドレス shigidan@jcp-takatuki.jp （1）　2023.10.13

出町ゆかり

９
月
議
会

一
般
質
問

物
価
高
へ
の
支
援
を
求
め
る

物
価
高
へ
の
支
援
を
求
め
る

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
の
影
響
は
深
刻
で
す
。
企
業
倒
産

は
前
年
度
の
１
．
５
倍
に
な
り
、職
を
失
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

高
槻
市
で
は
こ
の
間
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
発
行
や
、
水
道
基
本
料
金
４
か
月
無
料
に
、
さ
ら
に
社
会

福
祉
施
設
、商
業
者
な
ど
へ
の
支
援
金
の
支
給
を
し
て
き
ま
し
た
。

中
村
議
員
は
「
今
年
の
年
末
に
も
物
価
高
騰
へ
の
支
援
は
必
要
」

と
主
張
。
市
は
「
物
価
高
騰
は
、
依
然
と
し
て
市
民
生
活
や
事
業

活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
市
民

や
事
業
者
等
に
必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。
９
月
実
施
の
朝
日
新
聞
の
調
査
で
は
物
価
高
へ
の
岸

田
内
閣
の
対
応
に
つ
い
て
、
評
価
し
な
い
が
77
％
で
し
た
。
中
村

議
員
は
「
高
槻
市
で
は
市
民
に
評
価
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
支
援

策
を
」
求
め
ま
し
た
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
「
家
族
に
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
が
い
る

場
合
に
、
大
人
が
担
う
よ
う
な
ケ
ア
責
任
を
引
き
受
け
、
家
事
や

自
治
体
が
行
う

終
活
サ
ポ
ー
ト
制
度
実
施
を

自
治
体
が
行
う

終
活
サ
ポ
ー
ト
制
度
実
施
を

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
人
数
は
10
年
前
よ
り
１
．
５
倍
の
１

万
５
８
８
７
人
で
す
。
特
に
一
人
暮
ら
し
で
、
身
寄
り
の
な
い
人

に
と
っ
て
は
、
亡
く
な
る
前
後
の
こ
と
は
自
分
で
は
で
き
な
く
な

る
の
で
、
誰
か
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
他
市
で
行
う

終
活
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
生
前
に
葬
儀
や
納
骨
の
契
約
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
貯
金
を
利
用
し
て
葬
儀
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
孤

独
死
を
防
ぐ
た
め
に
も
大
事
な
制
度
で
す
。

　

中
村
議
員
は
「
高
齢
者
へ
の
終
活
支
援
を
実
施
す
る
考
え
は
な

い
の
か
」
と
質
問
。
市
は
「
他
市
の
取
組
事
例
等
を
調
査
・
研
究

す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

中
村
れ
い
子

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査

支
援
に
つ
な
ぐ
対
策
を

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査

支
援
に
つ
な
ぐ
対
策
を

出
町
ゆ
か
り

重
度
訪
問
介
護
の
充
実
を

重
度
訪
問
介
護
の
充
実
を

き
よ
た
純
子

家
族
の
世
話
、
介
護
、
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
18
歳

未
満
の
子
ど
も
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
や
成
長
の
度
合
い
以

上
に
重
い
責
任
を
負
わ
さ
れ
、
生
活
や
学
業
に
困
難
を
き
た
す
子

ど
も
へ
の
支
援
は
重
要
で
す
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
今
年
１
月
に
高
槻
市
が
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
し
ま
し
た
（
左
表
）。「
家
族
の
世
話
を
し
て
い
る
」
と

答
え
た
児
童
生
徒
の
割
合
は
小
学
５
年
生
２
０
１
０
人
の
う
ち

７
．
８
％
、
中
学
２
年
生
２
０
６
１
人
の
う
ち
６
％
で
す
。

出
町
議
員
は
「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

子
ど
も
は
教
育
現

場
で
十
分
に
把
握

さ
れ
て
お
ら
ず
、

実
際
に
は
も
っ
と

多
く
い
る
。
支
援

に
結
び
つ
け
る
た

め
に
も
対
象
児
童

へ
の
聞
き
取
り

を
」
と
教
育
委
員

会
に
求
め
、「
市

独
自
の
専
門
の
窓

口
の
設
置
」
を
提

案
し
ま
し
た
。

あなたが困っていることはありますかの問いに 『ある』 と回答した子どものうち 『相談相
手がいない、 話したくない』 の回答が合わせて３割から４割となっている。

市の２０２３年１月ヤングケアラー実態調査　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
重
度
訪
問
介
護
は
身
体
的
介
護
度
の

高
い
方
や
進
行
性
難
病
の
重
度
障
害
者
な
ど
、
医
療
や
訪
問
看
護

な
ど
と
の
連
携
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
多
く
、
高
い
専
門
性
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

重
度
訪
問
介
護
を
利
用
し
て
い
る
方
か
ら
「
ヘ
ル
パ
ー
不
足
で

サ
ー
ビ
ス
が
思
う
よ
う
に
利
用
で
き
て
い
な
い
」
と
の
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。
き
よ
た
議
員
は
「
ヘ
ル
パ
ー
確
保
の
た
め
に
は
低
く

い
報
酬
単
価
の
改
善
が
必
要
」
と
訴
え
、
市
は
「
報
酬
単
価
の
見

直
し
、
処
遇
改
善
な
ど
、
国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。
き
よ
た
議
員
は
市
が
利
用
者
に
「
事
業
所
を
通
じ
て

希
望
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
量
が
確
保
で
き
て
い
る
の
か
聞
き
取
る

こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。
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高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
骨
子（
案
）示
さ
れ
る

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
骨
子（
案
）示
さ
れ
る

　

就
労
支
援
の
周
知
啓
発
や
、
生
活
支
援
の
強
化
が
必
要
で
す
。

　

き
よ
た
議
員
は
高
槻
市
に
対
し
、
相
談
支
援
専
門
員
を
増
や
す

な
ど
相
談
体
制
の
強
化
。
自
立
支
援
協
議
会
で
作
成
し
た
就
労
支

援
や
生
活
相
談
支
援
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
、
精
神
障
が
い
者
家
族

連
絡
会
が
作
成
し
た
「
一
人
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
よ
う

に
必
要
な
情
報
を
必
要
な
人
に
届
け
る
取
り
組
み
の
強
化
を
求
め

ま
し
た
。

き
よ
た
純
子

一
般
質
問

発
達
障
が
い
者
へ
の
支
援

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

介
護
保
険
料
、
利
用
料
の
負
担
増

　
「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」に
基
づ
い
て
、サ
ー

ビ
ス
体
制
の
整
備
・
介
護
保
険
料
の
設
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
３
年
間
の
計
画
策
定
の
年
で
あ

り
、
10
月
５
日
の
高
齢
者
福
祉
専
門
分
科
会
に
、
計
画
の
構
成
骨

子
（
案
）
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
き
よ
た
議
員
が
委
員
と
し
て
出
席

し
ま
し
た
。

　

国
の
計
画
基
本
指
針
（
案
）
に
掲
げ
ら
れ
た
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
」
は
、
市
の
計
画
骨
子
（
案
）
に
も
据

え
て
い
ま
す
。
高
槻
市
の
実
態
は
、
２
０
２
２
年
度
と
２
０
１
９

年
度
の
比
較
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
27
減
、
会
員
２
２
８
１
人
減
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
延
べ
利
用
者
は
18
万
２
７
４
６
人
の
減
。

民
生
委
員
は
55
人
の
欠
員
で
す
。

　

市
は
「
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
包
括
的
な
社
会
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
目
指
す
方

向
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
」
と
し
ま
し
た
。
き
よ
た
議
員
は
「
地

域
で
支
え
る
よ
う
な
土
台
は
弱
く
な
っ
て
い
る
。
市
、地
域
包
括
、

社
協
、
介
護
施
設
な
ど
公
的
支
援
、
体
制
強
化
が
必
要
だ
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

厚
労
省
の
介
護
保
険
部
会
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

料
２
割
負
担
の
対
象
者
拡
大
と
、「
高
所
得
者
」
の
保
険
料
引
き

上
げ
が
論
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
利
用
料
の
負
担
に
つ
い
て
、
き
よ
た
議
員
は
「
昨
年

10
月
に
は
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
が
一
定
所
得
の
人
は
２
倍
に

利用者負担割合
１割負担
2割負担
3割負担
計

13,659
2,188

ー
15,847

14,645
1,346
864

16,855

17,550
1,428
926

19,904

2015年 2018年 2022年
（単位：人）

※介護保険事業状況報告（各年度８月時点）

高
齢
者
の
耳
の
聞
こ
え
、
補
聴
器
へ
の
支
援

　

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
事
で
、
人
と
の
接
触
を
さ
け
た
り
認
知
症

に
な
る
リ
ス
ク
も
増
え
ま
す
。
し
か
し
、
補
聴
器
を
持
っ
て
い
て

も
、調
整
が
難
し
い
た
め
使
っ
て
い
な
い
と
い
う
人
も
多
い
で
す
。

き
よ
た
議
員
は
「
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
何
度
も
、
繰
り

返
し
教
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
支
援
。
補
聴
器
補
助
、
聞
こ
え
の

検
診
の
検
討
を
」
求
め
ま
し
た
。
市
は
「
高
齢
者
の
聞
こ
え
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
の
取
組
状
況
を
参
考
に
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

他
の
委
員
か
ら
も
「
補
聴
器
の
費
用
は
高
額
で
、
両
耳
は
買
え

な
い
。
他
市
の
取
組
状
況
が
遅
れ
て
い
た
ら
や
ら
な
い
の
か
。
市

と
し
て
補
助
制
度
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
」、耳
の
聞
こ
え
に
は
「
補

聴
器
が
有
効
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
事
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
市
は
他
市
の
取
組
状
況
を
調
べ
た
結
果
に
つ
い
て
、
分
科

会
に
報
告
す
る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
生
活
支
援
事
業
と
し
て
、
枚
方
市
は
通
学
の
移
動

支
援
。
東
京
都
墨
田
区
で
は
通
勤
の
移
動
支
援
（
期
間
限
定
）
を

精
神
障
が
い
者
や
療
育
手
帳
所
持
者
な
ど
も
対
象
に
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
高
槻
市
の
通
勤
・
通
学
移
動
支
援
の
対
象
は
重
度

障
が
い
者
に
限
定
し
て
い
ま
す
。
き
よ
た
議
員
は
「
高
槻
市
で
も

通
勤
・
通
学
の
移
動
支
援
の
制
度
拡
充
が
必
要
」と
質
問
、市
は「
大

阪
府
の
移
動
支
援
の
考
え
方
に
準
じ
て
支
給
決
定
を
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。
き
よ
た
議
員
は
「
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
は

二
次
障
が
い
や
感
覚
過
敏
な
ど
の
た
め
、電
車
が
苦
手
だ
っ
た
り
、

慣
れ
な
い
環
境
は
負
担
が
あ
り
必
要
な
支
援
で
す
。
国
に
改
善
を

求
め
、
高
槻
市
も
制
度
の
拡
充
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

な
っ
た
ば
か
り
。
物
価
高
騰
も
あ

り
、
こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
高
齢

者
の
生
活
が
持
続
で
き
な
く
な
る
。

高
槻
市
独
自
に
負
担
軽
減
の
検
討

を
」
求
め
ま
し
た
。

介護保険利用料の負担割合
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